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第 2報 生育診断指標について
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1 は じ め に

福島県では1991年 に「ひとめばれJを奨励品種に採用し

て以来,同品種の浜通りにおける作付面積●急増している。

そこで本報では,「 ひとめばれ」の栽培法を確立すべ く
,

追肥の診断,倒伏を助長させない,品質を低下させない生

育量の把握等の観点から,生育診断指標を作成したので報

告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種 :ひ とめばれ

2)試験年次 :1991年～1998年

3)移植月日 :5月 10日

に)移植様式 :稚苗, 1株 4本手植え
,

栽植密度 30clX 14m(238株 /ピ )

6)施肥量及び区の構成 (1区約30ポ):

1)窒素は基肥を 0～ 10に /aの範囲で,0 25kg/
aの間隔で設定 し,更に各基肥量に穂首分化期 (出穂前約
35日 )・ 幼穂形成期 (出穂前約25日 )・ 減数分裂期 (出穂

前約15日 )・ 穂ばらみ期 (出穂前約 5日 )に 0 2kg/a追
肥 (硫安)する区を設定 した。幼穂形成期 (出穂前約郷日)

には04峰/a追肥する区を更に加えた。

2)燐酸と加里は各1 0kg/a基肥で施用 した。

3 試験結果及び考察

(D 成熟期における日標形質 (目標収量 :54kg/a)
生育診断指標を作成するに当っての,成熟期における目

標形質は,日標収量を a当 り54聴 とした場合
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1)稗長 :倒伏度限界を200と すると,約86伽 (図 1)。

2)ピ当り粒数 :29,000粒 (図 2)。 整粒歩合70%以

上 (検査等級 1等基準)を確保するためには約33,lll10粒 以

下 (図 3)。

3)穂数 :nf当 り約500本必要 (図 4)。

4)その他の形質 :一穂着粒数60～6畔L千粒重ル g。

登熟歩合85%以上。

2)生育診断指標

診断項目は,①幼穂形成期 :得長,倒伏度,nf粒数。②

減数分裂期 :稗長,ぽ粒数。③出穂期 :玄米重,玄米窒素

濃度とした。どの診断項目とも最も相関が高い説明変数は

窒素保有量であった。また,草丈×茎数×SPAD値の値

でも高い相関が得られた (表 1)。

1)幼穂形成期 (出穂前25日 )における診断

窒素保有量がピ当たり54g以下では籾数不足となり,

逆に85g以上では倒伏の危険があると診断された (表 1)。

このときの標準的な形質は,草丈59cI,茎数ピ当り760

本,SPAD値37であつた (表 2)。 この場合,草丈が65cll,

表 1 生育診断指標と回帰式

茎数がピ当り840本 ,SPAD値が40をそれぞれ越えるとき,

籾数過剰,倒伏の危険があり,追肥を控えなければならな

いと診断される。

2)減数分裂期 (出穂前15日)における診断

窒素保有量がご当り66g以下では籾数不足となり,逆
に96g以上では稗長が伸びすぎ倒伏の危険があると診断

された (表 1)。 このときの標準的な形質は,草丈65cl,

茎数ピ当り700本 ,SPAD値37であつた (表 2)。 この場合 ,

草丈が70cn,茎数がnf当 り800本 ,SPAD値41をそれぞれ

越えるとき倒伏の危険があり,倒伏軽減剤等の施用の必要

性が示唆される。

3)出穂期における診断

目標玄米重 a当 り54kgを得るには,窒素保有量ピ当り86
g以上必要であると診断された。また,こ のとき,食味を

悪化させないと言われる玄米窒素濃度15%以下とするに

は,葉身窒素濃度28%以下,窒素保有量ピ当り1248以下

が望ましいと診断された (表 1)。

(出穂前25日 ) 稗 長(cm)

倒伏度
♂粒数(100粒 )

ヨ粒数(100粒)

(出穂前15日 )

診断時期     項   目    目 標 値

Y-10876X,+1313      15
Y=0304X2+066       15
Y-2 737Xl+587       41
Y=0994X2+605       41
Y‐ 31485Xl+805      41
Y=H388X2■ 1027      41

Y=0321X,+059       25

0738''
0608・

0764''
0753・ '

Y=0893X,+658
Y-35 43Xl-1007
Y-31 67Xl+1287

15

15

15

繹 長(cm)
ず粒数(100粒 )

r粒数(100粒 )

窒素保有量(=∠ゴ)__… _Q=ΩβQli……__…_Y=0367X,+061       41
出 穂 期    玄米重(kg/a)      0894・・      Y=4 092Xl+184       25

玄米窒素濃度(%)

0717・・

0859・・

0702・・

0748・ '

玄米窒素濃度(%)     0676~      Y=0 033Xl+109       38
江 Xl:窒素保有量(g/r),x2:草丈×茎数XSPAD値 (X1001X10),X3:葉身窒素濃度(%)

表2 生育目標値

SPAD値          37
窒素保有量(g/イ)  55～ 84

減数分裂期  草丈(cI) 65

幼穂形成期  草丈(側 )

(出穂前25日 ) 茎数(本/nf)
59

760

SPAD値

葉身窒素濃度(%) 28%以下

3)生育診断指標の検証

1993年に浜通りにおいて生育診断指標の検証を行った。

幼穂形成期における成熟期の予測値は,得長はほぼ予測通

りとなった。 しかしご粒数については,浜通り北～中部ま

では誤差が小さかったが,浜通り南部のピ粒数の予測は実

測値とかけ離れており,こ のことから本指標の適合地域は
,

浜通り北部から中部までで,浜通り南部 (い わき地方)で
は,独自の診断指標の作成が必要であることがうかがえた

(表 3)。

(出穂前15日 ) 茎数(本/イ)      700

熊 357      76 1
347      769

537
550

２

１０
一

窒素保有量(g/ピ)  67～ 95
窒素保有量(g/ピ) 86～ 124

表3 生育診断指標の検証

″ 中部
″ 南部 いわき市
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